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本学医学部では、卒業時に「プロフェッショナリズム」「コミュニケーション能力」

「患者中心のチーム医療」「専門的実践能力」「社会的貢献」「自己研鑽」「アイデンテ

ィティー」の七つの基本的能力を修得していることを求めています。これらは、医療の高

度化・多様化が進む現代社会において、医師としての責務を全うするために不可欠な資質

であり、本学が育成を目指す医療人像の中核をなすものです。これらの能力を体系的かつ

確実に身につけるため、カリキュラム・ポリシーに基づき教育課程を編成しており、その

具体的内容と学修の道筋を明示するものがシラバスです。社会や医療を取り巻く環境が変

化する中にあっても、シラバスを羅針盤として主体的に学びを進め、着実に力を積み重ね

ていくことが重要です。 

 シラバスは、各科目（ユニット）における学修の指針であり、準備学習から振り返りに

至るまでの基盤となる重要な資料です。科目名、責任者名、対象学年、授業形式、担当教

員といった基本情報に加え、学修成果、到達目標、評価方法、オフィス・アワー、授業・

実習の概要、教材、準備学習、関連ユニット、予定表などが体系的かつ具体的に示されて

います。これにより、学生は各科目の位置づけや到達すべき水準を明確に理解し、計画的

かつ効果的に学修を進めることが可能となります。さらに、シラバスは教員と学生との間

の信頼関係に基づく約束としての側面も有しています。教員はその内容に則って教育を実

践し、学生はこれを踏まえて主体的に学ぶことで、相互に高め合う学修環境が形成されま

す。 

 七つの基本的能力は、日々の学修の積み重ねを通じて初めて身につくものであり、決し

て自然に獲得されるものではありません。常にプロフェッショナリズムを意識し、自ら課

題を見出し、主体的に学び続ける姿勢が求められます。また、他者との協働や多様な価値

観への理解を深めることも、これらの能力の修得には欠かせません。シラバスを積極的に

活用し、一つひとつの学修機会を大切に積み重ねることで、本学が掲げる医療人としての

資質と能力を確実に身につけられることを期待しています。さらに、その学びの過程で培

われた姿勢や価値観が、将来にわたり医療の現場で持続的に発揮されることを心より願っ

ています。 

 


